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例 言

1本 書は、飯山市大字旭字長峰4631ほ かに所在する針湖池遺跡の発掘調査報告書である。

2発 掘調査は、平成10年6月8日 より同年7月9日 まで、飯山市(建 設部都市計画課担当)の 依頼を受け

た飯山市教育委員会が発掘調査団を編成して実施した・L

3今 回の発掘調査 によって発見 された選構は、縄文時代(後 期と推定)の 落 とし穴49基(方 形土坑11●溝状

土坑38)、 弥生時代周溝墓4基(方 形1・ 円形3)、 遺物には縄文土器片 ・弥生後期壷 ・甕 ・高圷'鉢 がある・
　

4調 査にかかる組織は以下のとおりである。
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◎発掘調査団

団 長 高橋 桂(飯 山市文化財保護審議会会長 ・日本考古学協会会員)

担 当 者 望月 静雄(飯 山市教育委員会事務局職員)

調 査 員 常盤井智行(飯 山市埋蔵文化財センタ._._調査員)

◎発掘作業参加者

植中高見 ・高橋武 ・岩井伸夫 ・高橋喜久治 ・万場義秋 ・土屋久栄 ・滝沢 きよえ ・鈴木操 ・宮本鈴子

岸田志づ子 ・伊達信寿(市 教委)

◎整理作業参加者

藤沢和枝 ・桃井伊都子 ・常盤井智行

5 本書は、高橋桂団長指導の下、藤沢和枝が図面整理 ・トレース作業を行い、執筆 は望月静雄 ・高橋桂が

行った。

6発 掘調査から整理作業にかけて以下の方々よりご指導 ・ご協力をいただいた・記 して厚 く御礼申 し上げ

7

る(順 不 同 ・敬称略)。

樋口昇一 ・桐原健 ・田中清見 ・中島庄一一・吉原佳市 ・広瀬昭弘 ・飯山市公民館 ・同常盤公民館 一

同外様公 民館 ・同柳原公民館 ・㈱みすず総合 コンサ ルタン ト ・㈱ しな測 ・(有)大 島重機建設

発掘調査 にかかる遺物 ・図面等 はすべて飯 山市埋 蔵文化財セ ンター(電 話0269-65-3993)に て保管 して

い る 。

(1)



目 次

序 章 針湖池遺跡発掘調査の概要

第1章 遺跡 とその環境

第1節 遺跡の地理的位置

第2節 周辺遺跡

第2章 調査の概要

第1節 調査に至る経過

第2節 調査経過

第3節 調査の概要

第3章 発見 された遺構 と遺物

第1節 縄文時代

1遺 構

2遺 物

第2節 弥生時代

1遺 構

2遺 物

付 編 縄文時代の落 とし穴について

第4章 まとめ

(望月 静雄)

(高橋 桂)

1

2

2

4

6

6

6

8

11

11

11

24

25

25

30

31

35

挿図 目次

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

り
　

り
　

り
　

り
　

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

針湖池遺跡の位置

周辺遺跡分布図

周辺地形図及び調査区

多 目的広場設計図

調査区遺構全体図

TP列1配 置図

TP列2配 置図

TP列3配 置図 ・周辺土坑配置図

溝状土坑実測図(1)

溝状土坑実測図(2)

溝状土坑実測図(3)

溝状土坑実測図(4)

溝状土坑実測図(5)

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

り
　

り
　

り
　

り
　

り
　

り
　

リ
ム

リ
ム

り
ム

リ
ム

リ
ム

り
ム

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

方形土坑実測図(1)

方形土坑実測図(2)

方形土坑実測図(3)

縄文土器拓影図

周溝墓全体図

1号 方形周溝墓(SD1)実 測図

1号 円形周溝墓(SD2)実 測図

2・3号 円形周溝墓(SD3・4)実 測図

弥生時代の遺物

飯山地方縄文時代落とし穴出土遺跡

鳴沢頭1遺 跡落とし穴配置図

小泉遺跡落 とし穴配置図

(2)



表 目 次

り　

リ
ム

つ
り

　

に
り

表

表

表

表

表

TP列1計 測表

TP列2計 測表

TP列3計 測表

SK計 測表
●飯山地方縄文時代落 とし穴遺構 一覧

写真図版目次

写真1

写真2

写真3

写真4

写真5

写真6

写真7

写真8

写真9

写真10

針湖池遺跡近景

発掘調査(弥 生時代周溝墓)

発掘調査(縄 文時代溝状土坑)

現地見学会(1998年7月10日 開催)

溝状土坑の調査

溝状土坑配列状況(TP列2)

1号 土坑(SK1)

4号 土坑(SK4)

7号 土坑(SK7)

9号 土坑(SK9)

写真11

写真12

写真13

写真14

写真15

写真16

写真17

写真18

写真19

写真20

溝状土坑列2(TP列2)空 撮

周溝墓群の調査(SD1・SD2)

円形周溝墓(SD2・3)

1号 方形周溝墓(SD1)

SD1第{3内 土器出土状況

SD1第3溝 内土器出土状況

1号 円形周{墓(SD2)

調査風景

SD2第3溝 内土器出土状況

出土遺物

(3)



序章 針湖池遺跡発掘調査の概要

1発 掘 調 査 の あ らま し

飯山市が計画 した長峰運動公園内多 目的運動広

場建設に伴って、平成10年6月 から7月 にかけて

発掘調査を実施 した。この調査 は、緊急発掘調査

と呼ばれ、記録保存 を目的 とした調査である・調

査が終了 した段階で工事が開始 され、発見 された

遺跡はすでに消滅 している。

2発 掘 調 査 の 成果

縄文時代の落 とし穴 約3500年 前 と推定 され る

縄文時代後期の狩猟用の落 し穴が合計49基 発見 さ

れた。落 し穴は、長 さ2m～4m、 幅30～50cmの

細長い溝状のもの と、長径1m前 後の長方形形 な

いしは楕円形の落 し穴とがある。溝状の落 し穴は

いくつかがまとまって列をなしてお り、今 回の調

査では三列確認 している。北海道や東北地方で発

見される事が多 く、エゾシカを捕獲す るための罠

猟であったとす る意見がある。本遺跡で も、針湖

池(当 時は湿原か)に 集まるニホンジカの狩猟 を

目的 として造 られたと推定する事 もで きる。

また長方形を呈す る落 し穴は、底面に小 さな穴

が掘られてお り、関東 ・中部地方で多 く発見 され

ている逆茂木のための小穴 と推定 される。溝状の

落 とし穴ほど明確にできなかったが、 この落 し穴

も獣道などに規則的に造 られているようである・

針湖池周辺は、縄文時代には良好な狩猟場であっ

たと推定 される。

弥生時代の墓地 時代はやや新 しくなり、約1700

年前の弥生時代後期に特徴的な墓が造 られた。方

形および円形に溝を掘 りその内側 に埋葬する施設

を造ったもので周溝墓 と呼ばれている。本遺跡で

は方形1、 円形3、 計4基 の周溝墓が発見 された。

飯山市 における弥生時代の周溝墓は、飯 山須多 ケ

峰遺跡 に次いで二遺跡 目である。周辺 を調査 した

が家の跡などは確認されなかったので、集落 とは

やや離れて墓域 として存在 していた事 になる。当

時すでに特定の場所を墓地ときめ、多大な労力 を

用いて周溝墓 を築いた事が伺える。

針湖池遺跡の調査

縄文時代の落とし穴

弥生時代円形周溝墓の調査



第1章 遺跡とその環境

第1節 遺跡の地理的位置

針湖池遺跡は、長野県飯山市大字旭字長峰4361番 地ほかに所在する・付近は旧町村の常:盤 ・外様 ・

柳原の各村及び飯山町の境 にあ り、現在は大字常盤 ・寿 ・旭 ・飯山となっている・ したがって・厳密 には

針湖池遺跡はこれ ら4つ の大字にまたがって所在 していることとなる・

飯山市は長野県の北端 にあ り、近世飯山藩の城下町として発展 して きた・甲信国境 に源を発する千 曲川

が信濃 に残す最後の平地が飯山盆地である。飯山盆地は南北 に約15km、 東西の最大幅は約6kmの 規模を

もち、長野県内の盆地の中でも小 さな盆地のひとつである。盆地底のほぼ中央を千曲川が北流 し・右岸は

木島の平、左岸は南北に走る長峰丘陵によって東西に二分され・東 を常盤平・西側を外様平 とそれぞれ古

くから呼ばれている。木島の平お よび常盤平は千曲川の氾濫源であ り、かつては水害常襲地帯でもあった・

一方
、外様平は西山麓の小扇状地 と広井川によって形成された肥沃 な低湿地が広が り・古 くより穀倉 地帯

となっている。

長峰丘陵は、飯山市街地北の有尾か ら戸狩にかけて細長 く分布 し、南北約7km・ 東西の幅は最 も広い

ところで1.2km、 盆地底からの比高差は最大100mに 及ぶ。丘陵東側は直線的 に延び、丘陵斜面 も急傾斜

であるが、西側は曲線的な山麓線 を示 し、丘陵斜面 も比較的緩い傾斜を示 している・すなわち盆地の基盤

が一方に傾いた傾動盆地内に見 られる山麓線の特性を備 えてお り、長峰丘陵全体が西側に傾いていること

を示 しているとされている(註1)。

この長峰丘陵のほぼ中央に針湖池がある。かつては針尾池 と呼称 されていた・湖は標高385mの 火 山灰

の中にあ り、長軸の長さ300m、 最大幅160m、 湖面の面積は33,600㎡ である。近世 より農業灌概用水池 と

して利用されてお り、東側に堰堤を築 きくぼ地をせき止めて春季の融雪水によって酒養 されている・ した

がって、当初 は小さな くぼ地に滑水 したものであろうと考えられる。湖底 より湧水があるとの言い伝えも

あるが、そのような事実 は確かめられていない。

針湖池遺跡はこの湖の周迦 に位置 し、特 に湖岸東の丘陵地に縄文時代表裏縄文土器 ・押型文土器 をは じ

め前期土器や弥生時代、平安時代の土器が採集されている。なお、表裏縄文土器や押型文土器を多 く採集

された丘陵地は所有者によって土取 りがなされ、一部消滅 してしまったことは誠 に残念である・また・湖

岸からも縄文時代の土器や旧石器時代の石器 も発見 されている・

今回の調査地区は湖岸の西側の兵陵地で、従来より遺物の採集 もなかったため遺跡の範囲 とは周知 され

ていなかった場所である。地形的には針湖池 に向かって緩 く傾斜するが、仔細に観察すると尾根状 地と谷

状地 とが交互に展開す る複雑な地形を呈 している。作物 として、グリーンアスパラ ・長芋 ・花卉 などが作

られていた。

なお、本遺跡 は 「針尾池」遺跡 として登録 してあったが、いつの間にか国土地理院発行の地形図で も針

湖池に変更されていたため、混乱を防ぐために平成9年 度に針湖池遺跡に名称変更を行っている・

(註1)飯 山市1991飯 山市誌 自然環境編

一2一



図1 針 湖 池 遺 跡 の 位 置(1:50,000)
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第2節 周辺遺跡

針湖池遺跡以北には多 くの遺跡が密集 し、特に弥生時代中期～後期にかけての遺跡群が多い事で知 られ

ている。本稿では、長峰丘陵を中心 とした周辺遺跡について時代別に概説 してい く。

旧石器時代 飯山市域では干曲川河岸め段丘面に密集 しているが、長峰丘陵上で もい くつか知 られてい

る。大塚遺跡(2)は 昭和44年 に当時の飯山北高等学校の学生によって発見 された。 ナイフ形石器 ・彫器

を組成す る一群 と細石器の一群が存在 している。小泉遺跡(4)は 弥生時代の遺跡 と して著名であるが、

ナイフ形石器や石刃石核 ・剥片なども発掘 されている。(仮 称)尾 崎遺跡(8)や 長峰遺跡(21)、 有尾遺

跡(29)で も発見 されているが、まだ石器群の内容は明確でない。長峰丘陵上の旧石器時代遺跡 は今後 と

も新たに発見 される可能性が高い。

縄文時代 草創期から早期にかけての表裏縄文土器 を検:出した小佐原遺跡(20)が ある。昭和44年 に発

掘調査が行われ、広瀬昭弘によって報告 されている(広 瀬1981ほ か)。 長峰丘陵南端 の有尾遺跡 は、前期

有尾式土器の標式遺跡として著名である。須多ケ峯遺跡(28)は 、中期前葉の土器片が採集で きる遺跡 と

して注 目されていたが、1994年 の調査で住居趾1軒 を検出 している。また、正行寺北遺跡(16)は 近年 に

なって発見された遺跡であるが、前期諸磯様式期の土器片が採集 されている。なお、小泉遺跡と須多ケ峯

お よび有尾遺跡では縄文時代 と推定される落 とし穴群が検出され、特 に小泉遺跡W地 区で153基 の溝状の

落 とし穴遺構が検出されている(飯 山市教委1995A)。

弥生時代 長峰丘陵を中心 とした地域は、本時代の遺跡群として特徴づけられる。特に西長峰(10)遺

跡以北の遺跡の大半 は弥生時代から古墳時代初期にかけての遺跡である。このうち発掘調査 を実施 した遺

跡は東長峰遺跡(9)、 小泉遺跡、柳町遺跡(6)、 両面寺遺跡(5)、 須多ケ峯遺跡である。東長峰遺跡 は昭

和25年 に調査が実施 され、10軒 の後期住居趾が発見 されている。小泉遺跡 は長峰工業団地造成 に伴 う調査

で、31,500㎡ の面積を発掘調査 し、中期 ・後期住居趾51軒 、掘立柱建物趾153棟 、木棺墓153基 を検出・した。

柳町遺跡 は、古 くは桐原健氏等 によって調査 されているが、その後の調査で も中期 ・後期住居趾 を検出 し

ている(飯 山市教委1995B・1996)。 須多ケ峯遺跡 は昭和40年 に県下で最初の方形周{.墓 が2基 発見 されて

いる。

古墳時代 集落遣跡 弥生時代の項で触れた柳町遺跡、小泉遺跡 ・須多ケ峰遺跡および有尾遺跡で集

落趾が確認 されている。柳町遺跡では、1994年 及び1995年 の調査で住居趾 ・溝趾 ・方形周溝墓が 出土 して

いる。須多ケ峰遺跡では、竪穴住居趾4軒 、掘立柱建物趾2棟 が発見されている。また、有尾遺跡では、竪

穴住居趾1軒、溝趾が発見 されている(飯 山市教委1992)。 これらのうち有尾遺跡は和泉期か ら鬼高期の

時期で、他は古墳時代初頭の土器群である。

古:墳 長峰丘陵南端の丘頂部に有尾古墳群(27)が あり、1号古墳が前方後方墳で他 は円墳 である。大塚

古墳(1)は 径30mの 円墳で、市内では最 も大 きな円墳 として知 られてV・る。この他、茶臼山古墳群、大

池古墳群などが知 られているが、発掘調査が実施 された古墳はな く詳細についてははっきりしていない。

奈良 ・平安時代 奈良時代に比定される遺跡は、現在までのところ市内では確認されていない。続 く平

安時代の9世 紀中半以降、い くつかの遺跡が現れて くる。柳原の北原遺跡(17)は9世 紀後半の遺跡 で、

約30箇 所の鍛冶遺構 と2軒 の竪穴住居趾および井戸趾 ・甕棺墓などが発見されている。柳町遺跡 で も平安

時代の住居趾が発見されている。鬼ケ峰遺跡は調査された経緯はないが、平安時代の土器片が採集 されて

いる。
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図2周 辺遺跡 分布図(1:25,000)
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第2章 調査の概要

第1節 調査 に至る経過

飯山市 は針湖池周辺 を長峰運動公園として、これまで市民体育館、市民プール、市営球場、テニス コー

トなどの諸施設を建設 し、 さらに桜やケヤキなどの植樹 を行って環境整備をはかっている。そして、今回

2001年 の冬季国体に向けて多 目的グラウン ドの造成や施設建設が計画されることとなった。平成9年 度は

先行する形でインフォメーシ ョンセ ンターの建設が計画され、その部分については確認調査が行 われたが

遺構 は確認 されなかった(飯 山市教育委員会1998)。 そ して、用地買収の済んだ平成10年 度、総 面積約6

5,000㎡ を対象 として多 目的広場造成に伴 う確認調査が行われることとなった。工事対象地区は針湖池の

西側丘陵.__.帯で、これまで遺跡の範囲内であることは周知されていなかった。そのため、まず確認調査 を

行いその結果 により再度協議 を行い、必要によってはそのまま発掘調査に移行することとして取 りかかる

こととなった。

調査は飯山市(建 設部都市計画課担当)よ り依頼を受けた飯山市教育委員会が調査団(団 長 高橋桂飯

山市文化財保護審議会会長)を 編成 して行 うこととした。

第2節 調査経過

調査対象地は、農作物作付けの関係 もあって6月 より調査着手可能となった。既 に触れたように、対象

地区は周知の埋蔵文化財包蔵地 「針湖池遺跡」に近接 しているものの範囲内であるとは明確でなか った。

そのため、限 られた時間でもあったため広大な工事対象地区をで きるだけ効率的に調査 し、遺跡 の有無 を

確認することに主眼をおいた。

確認調査三 日目で早 くも遺跡の存在が確認されたため、担当課 と協議を行いハ工事 日程に重大 な支障が

でない範囲でで きるだけ広範囲に記録保存を図ることで合意された。以下 に調査 日誌抄録 を掲載する。

平成10年

6月8日(月)調 査対象地の境界 を都市計画課渡辺技師と確認。器材運搬並びにテン トを設営す る。

インフォメーションセ ンター西側の畑地は作物の関係で調査不可能 となる。

9日(火)バ ックホーによる表土除去。併行 してジ ョレンにより精査。遺物 ・遺構 は認め られな

い～10臼 。

11日(木)バ ックホーによる表土除去続行。調査区南側において溝状土坑確認(TP列1)。 さら

に拡張する。ほぼ東西に並ぶことを確認する。調査区北側において弥生土器と周溝墓 を

検出する。

12日(金)周 溝墓検出地区において計4基 を確認する。バ ックホーによる表土除去続行。TP1

列ほぼ完掘する。

15日(月)周 溝墓検出地区の写真撮影。午後より掘 り始める。

16日(火)周 溝墓(SD1～4)調 査続行。方形周{.墓(SD1)北 側の土坑を調査。午後市教委

平野生涯学習課長と都市計画課森係長ほかで協議。遺構が多 く検出されたので本発掘を

行 う事 とし、期間は7月 初旬までとし、費用についてはその後の協議の中で確認調査分

および報告書刊行作業のすべてを合わせ総額2,690,000円 とした。
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図3周 辺 地形図及び調査区(1=5,000)
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17日(水)SD1ほ ぼ完 掘 、SD2の 円形周溝墓 に着手。

18日(木)周 溝墓 地 区調査続 行。樋 ロ昇一 ・桐原健 両氏 視察 。

19日(金)周 溝墓 地 区調査 続行 。セ クシ ョン等実 測。業者 、工 事用 メッシュに合 わせ たi基準杭10点

設置 。

23日(火)周 溝 墓地 区調査 。SD1清 掃 ・写真 撮影。SD2セ クシ ョン完了、写真撮 影実施 。

24日(水)バ ックホー に よ り調査地 区拡張 ～25日 まで。TP列2調 査 に入一る。

26日(金)周 溝墓地 区全体写真 完了 。TP列2調 査続行 。

29日(月)周 溝墓 地 区メ ッシュをは り全体 図実測着 手。TP列2下 段 まで精査 、 二 つ に分 か れ る よ

うであ る。

30日(火)周 溝墓 地区全体 図作 成 、 レベル完了。

7月2日(木)イ ンフォメー シ ョンセ ンター西 の畑(高 台地 区)着 手で きる こととな り、バ ックホ.__.に

よ り表土 除去 。土坑 を確認 。

3日(金)高 台地 区精査 。TP列1実 測 。

6日(月)TP列2ほ ぼ調査 完了。TP列1実 測、断面 図完 了。高台 地 区調査続行 。

7日(火)高 台地 区遺 構掘 り下 げ。TP列2実 測着手 。

8日(水)高 台地 区掘 り下げ続行 。TP列2実 測完了 。

9日(木)TP列2の 下段 にて新 たに土坑確 認、調査 。午 後 よ り片づ け。

10日(金)午 後3時 よ り現 地見学会(常 盤 ・柳原 ・外様 各公民館共 催)。40名 参加 。

13日(月)ラ ジ コンヘ リによる空撮 。測量作 業継続 。

14日(火)飯 山市早 朝部課 長会議 において現地視察 。

15日(水)実 測作 業の残務 整理 を行 いすべての調査 を完 了す る。

第3節 調査の概要

調査対象地は約65,000㎡ と広大 な面積であ り、工事着手直前の1か 月前 に確認調査 を行 うことには無理

があったが、遺跡範囲内か どうかはっきりしていなかったため、遺跡地ではなくてほしいという淡い期待

をいだ きなが ら調査に入った。

工事の概要 は約200×120mの 広場 と、それに付随する駐車場や管理道路 を造成することであった。広場

の標高は392mに あわせることから、基本的にそれ以上の高台は削土され、低い部分 は盛 り土 され ること

となる。ただ し、前述 した駐車場や管理道路 は削土される部分が大 きい。したがって、広場造成地並 びに

駐車場によって削土きれる部分 を主眼として調査することとした。

調査地区は針湖池西側の丘陵地で、小高い二つの丘頂部 と緩やかな斜面から針湖池につながるやや急な

斜面 となっている。仔細 に観察すると、斜面 には尾根状地 と谷状地とが交互に展開されてお り、尾根状地

にはほとんど黒色土が堆積ぜずに、逆 に谷状地では2m以 上の黒色土が堆積 している。

発掘調査は、対象面積が広大であることから、グリッ トを設定ぜずに任意に選定 しながら重機で表土除

去 を行い確認することとした。 しか し、遺構が確認されたことか ら測量するために基準杭が必要 とな り、

工事用図面に作成されていた20mメ ッシュ図をそのまま発掘グリットとして使用する事 とし、業者 に10点

の基準杭設置を委託 した。

発掘調査期間は約1か 月で、調査面積約9,700㎡ となった。
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図4 多 目 的 広 場 設 計 図(1=1,500)(調 査 団'ト レ ー ス)
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図5調 査 区遺 構全体図(1:1,500)
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第3章 発見された遺構と遺物

第1節 縄文時代

1遺 構

縄文時代の遺構 は、落 とし穴と考えられる土坑で、総数49基 発見されている・土坑は溝状の細長い土坑

(特 にTピ ットと略称する)38基 と、幅広い長方形ない しは楕円形の土坑(SKと 総称する)11基 とがある・

これらの土坑内からは遺物の出土が無 く、唯一溝状土坑の一基 より確認面において無文の深鉢破片 を検 出

したにとどまっている。 したがって、発見 された土坑が縄文時代であるという確実な証拠はない・ ここで

は、これまでの飯山市内における発掘調査結果か ら縄文時代 と報告するものであり・このことについては

第4章 で も若干触れることにする。

(1)溝 状土坑(TP)

細長い溝状の土坑をTPと 略称 して説明 してい く事 とする。TPは 単体で存在することはな く・列 をつ

くって構築されている。そのため、調査区内で検 出されたTPを 列 としてまとめ・それぞれTP列1～3

とす る。TP列1は7基 、TP列2は29基 、TP列3は2基 、計38基 である・また・単体の土坑 を指す場

合にはTP列1-1と いうように呼称する事 とする。

アTP列1(図5・ 図6)

調査区の南側で検出されている。南の瘤状の丘頂部より下がった丘陵鞍部に構築 されている・確認 され

たのは7基 であるが、東側斜面は黒色土が厚 く堆積 してお り、遺構 は黒色土中に構築 されている。 このた

め谷状地 となり黒色土が厚 く堆積する東西への検 出は困難 と判断 して調査を断念 したが・湖に向かって延

びているのではないか と思われる。西側へ も同様に谷状地へ延びていることが伺 えた。すなわち・遺構3

ない し4を 丘頂 として東西に延びる列であ り、一丘陵を越えてい くように配置されている。検出 した遺構

の間隔は7.9m～10.1m、 平均9mで ある。

なお、各個別の遺構規模等は下記の通 りである。

TP列 長軸cm 短軸cm 深 さcm 遺 構 説 明

一1 224 24 X14 やや西側傾斜地 半割調査

一2 219 39 iio 短軸やや内湾

一3 224 32 ioo 半割調査

一4 232 54 136 短軸上部幅広

一5 214 30 126

一6 205 26 64 黒色土厚 く、上部欠失。確認面にて縄文土器

_7 一 一 一 黒色土内 確認のみ

表1TP列1計 測表

イTP列2(図51図7)

針湖池 を東正面眼下に望む斜面に構築 されている。検出した遺構数は29基 で・下段において三列あった

のが一列 にまとまったような状況を呈 している。25か ら29の列 は上部が限られた範囲であるため・明確 に

一列に集合するか否かははっきりしないが、20か ら24については1か ら19の列に集合する事がほぼ明確で

ある事から、本稿では三つに分岐するTP列 であると考え報告するものである・最下段は急速に湖に向っ
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図6 TP列1配 置図(1=300)
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図7 TP列2配 置図(1500)
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図8TP列3配 置 図 ・周辺土坑 配置図
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て傾斜 を増 してお り、黒色 土 も厚 く堆 積 している。検 出 した列の長 さは110mで 、 ほ ぼ西 の 丘頂 に 向 って

延 びてい る。 また南側 は埋.没谷で あ り、TP列 は湖 の斜 面の縁 に構築 されてい る。遺構 間隔 は3m～8m

と一定 ではない。三列 が一 列 に集合す る部分 で間隔が短 くなる ようで ある。
'各個 別の規模等 につ いて は下記 の通 りで ある

。

TP列2 長軸cm 短軸cm 深 さcm 遺 構 説 明
_i 一 40 (126) 長軸一部未調査
一2 一 (28) 北半分未調査
一3 (428) 38 (124) 長軸北端、 トレンチ ャーに より破壊

一4 423 48 i40 南に傾斜
一5 (392) 65 (144) 北端 トレンチ ャーによ り破壊

一6 435 74 125 短軸上面広い
_7 .(438) 41 (129) 長軸両端 トレンチ ャーによ り破壊

_8 389 37 X25

_g 386 33 X25

一io 371 41 X28

一ii 357 28 118

一12 368 35 i30

一13 343 37 118 25～29と 並行す る

一14 391 33 XO2

一15 346 27 114 坑底凹凸あり
一16 308 38 94

一17 335
'36

92

一18 345 40 85

一19 一 (32) (94) 土壌撹乱のため一部のみ確認
一20 312 26 (90)
一zi 338 37 io9

一22 333 (26) (94) トレンチ ャーに より破壊

一23 369 (32) (86) トレンチ ャーに より破壊

一24 (307) (23) (84) トレンチ ャーに より破壊

一25 303 29 ioi トレンチ ャーに より破壊

一26 427 49 io3

一27 405 40 87

一28 468 40 88 長軸最 も長い
一29 375 33 iio

表2TP列2計 測表

ウTP列3(図5・ 図8)

調査区の西上部、平坦な地区に位置 している。時間的な都合で広範囲に調査できなかったため二基のみ

の検出に終わっている。間隔は約8mで ある。

各遺構の規模等は以下の とお りである。

TP列3 長軸cm 短軸cm 深 さcm 遺 構 説 明
一1 30i 26 X18 短軸細い 坑底凹凸

一2 308 33 128

表3TP列3計 測表

(2)土 坑(SK)(図5・ 図14～16)

長径1m前 後 の長方形 も しくは楕 円形 を呈す る落 と し穴 と考 える遺構 を、本稿 で は土坑(SK) .と総称

して報告す る。地 区内 よ り散在 的 に検 出されているが、SK6～9の よう に規 則 的 に並 ん で構 築 されて い
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るものもある。

各土坑の規模等は次の とお りである。

土坑SK 平面形 長軸cm 短軸cm 深 さcm 遺 構 説 明
_i 長方形 io3 63 94 調査区南丘頂 坑底岩盤あり二段
一2 長方形 161 79 83 TP列2-1に 接 す る
一3 楕円形 X39 .io5 X34 TP列2-25・26の 問に位置 下部施設1あ り
一4 楕円形 X34 84 XO6 SK3の 北23mに 位置 下部施設1あ り
一5 長方形 iog 59 133 上面.__.部破壊 下部施設1あ り

一6 長方形 iio 57 io3 SK6～9並 ぶ 下部施設1あ り
一7 長方形 126 80 97 下部施設1あ り
_8 長方形 X45 76 ioo 下部施設1あ り
_g 楕円形 iog 80 97 下部施設1あ り
一io 楕円形 io3 49 96 SK11と 並ぶか 下部施設1あ り
一i1 楕円形 115 70 ioi 下部施設1あ り

表4土 坑計測表
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図9溝 状土坑 実測 図(1)(1:60)
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図10溝 状土坑実測 図(2)(1:60)
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図11溝 状土坑 実測図(3)(160)
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図12.溝 状 土坑実測図(4)(1=60)
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図13溝 状土坑実測 図(5)(1:60)
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図14方 形土坑実測 図(1)(1=40)
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図15方 形土坑 実測 図(2)(140)
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図16方 形土坑 実測図(3)(1:40)

2遺 物

縄文時代の遺物は、TP列1-6検 出面 より出土 した土器片1点 のみで

る(図17)。

粗製深鉢形土器の口縁部破片である。色調は乳褐色で、胎土 に砂 ・刀

石を含むが堅緻な焼成である。本土器片は無文であるため明確 な所属日

期を比定で きないが、縄文時代後期の堀 ノ内式か ら加曾利B式 に伴 う_

文土器ではないかと思われる。

図17縄 文土器拓影13



第2節 弥生時代の遺構 と遺物

1遺 構

弥生時代の遺構は、一地区において円形周溝墓3基 と方形周溝墓1基 を検:出している。場所は針湖池 に

接 した緩い傾斜地で、南側はかなり段差のある谷状地となっている。なお、東側や北側については表土が

薄 く、耕作機械 によりテフラ層 まで耕 されているため有無を明確にはで きなかったが、4基 以上存在 して

いた可能性は低いと考えられる。

(1)1号 方形 周溝墓SD1(図19)

中軸 の長 さは11.30×9.40mを 測 り、溝の深 さは最 大で60cmで あ る。四本 の溝 が直線 で独 立 した形 態 で

四隅 にブ リッジを残す 。溝 の規模 は、1溝 が530×110cm、3溝 は460×95cm、2溝 は760×130cm、3溝

は705×100cmを そ れぞれ測 る。2溝 は南端 にお いてやや 内湾気 味 に収束 してお り、3'も そ れ に あ わぜ

るかの ように東側 に開 き気味 とな って いる。溝 の掘 り込 みは、1溝 が深 さ約30cmと 浅 く、 断面 も鍋 底 状

であ る。対応す る3溝 も同形態 であ るが 、西端 で はす り鉢状 を呈 している。2・4溝 はす り鉢状 を呈 し、

深 さ も約60cmを 測 る。周溝 内は、深 さ数cmの はっ きりしない ピッ ト状遺構 が2基 検 出 され てい る以 外 、

埋 葬主体部 と考 え られ る施設 は検 出 され ていない。。主軸 の方位 は、 ほぼ磁北 であ る。

遺物 は、3溝 西端の 内壁 際か ら小型 の甕 とそれ に蓋 を した ように転用 の高杯 が発見 されている。 また 、

2溝 ・3溝 ・4溝 か らは壷形土器 破片や高杯形 土器破片 が出土 してい る。

(2)1号 円形 周溝墓SD2(図20)

1号 方形周溝墓 の東 に接 して位置 す る。規模 は13.4×11.5mを 測 り、やや楕 円形 を呈 す る 円形 周溝 墓 で

ある。溝 は4か 所 のブ リッジを もって4溝 に別 れてお り、長軸 と短軸 の二溝が それぞ れ対 をなす よ うに配

置 されてい る。長軸側 の溝 の1溝 お よび3溝 の規模 は、前者が270×180cm、 深 さ40cmで 、後 者 は630×

120cm、 深 さ35cmを 測 る。いず れ も庫面 は平坦で 、鍋底状 を呈す る・短 軸 側 の2溝 ・4溝 は ・ い ず れ も

10m前 後の長 さを もち、幅約1mで2溝 は削平 されてお り深 さは30cmと 浅 い 。底 面 は平 坦 で あ る。 こ れ

に対 し4溝iは す り鉢状 を呈 し、深 さも65cmを 測 る。

遺物 は、3溝 の覆土 上部 よ り完形 の杯 形土器1点 が出土 したの みである。

(3)2・3号 円形周溝i墓SD3・4(図21)

1号 円形周溝 墓の東北 に接 して位置す る。いずれ も表土が浅 く、耕作 機械 に より削平 されてい る た め{.

は浅 い。3号 周 溝墓 は推定6～6.5mの 規模で 、1号 周溝墓の1溝 と共 有 して い る も4～と判 断 され る・ 南

東 の溝 は検 出 され なかったが、 これ は削土 に よ り消減 した もの と考 え られ る。 したがって、1号 円形 周{.

墓 と同様 に4か 所 のブ リッジが存在 した もの と思わ れる。3号 円形周溝墓 は北側一部 のみの検 出 で詳 細 は

明 らかにす る こ とがで きない。主体部 も検 出で きなか った。

2号 円形周溝墓 か らは遺物 は検 出 されてい ないが 、3号 円形周 溝墓の溝内 より高杯 の破 片が 出土 してい

る。
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図18周 溝墓 全体 図(1200)
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図191号 方形周溝 墓(SD2)実 測 図(1=100・1=40)
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図201号 円形周溝墓(SD2)実 測 図(1100・1:40)

一28一



図21 2 3号 円形周溝墓(SD3・4)実 測 図(1 100)
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2遺 物

(1)1号 方 形周溝墓(SD1)出 土遺物(図22・1～4)

甕(1)器 高10.1cm、 口径9.5cm、 底径4.8cmの 小 型 の甕 であ る。頸 部 に簾状文 をめ ぐらせ、胴上 半 部 以

上 に櫛描波状 文 を施 して い る。 口縁 の外反度合 い はゆる く、頸部 の くびれ も弱 い。

高杯(2)1の 甕の 口縁 部 に被せ て あった もので 、杯 部上半 と脚 部下半部 を欠 く。 外 面 及 び杯 部 内面 に

は赤色 塗彩が施 され る。3は 周溝2覆 土 よ り出土 した もので 、脚部下 半部 であ る。4は2溝 覆土 中の 出土

で 、杯部 と脚部 の接合 部周 辺のみ であ る。赤色 塗彩 される。

(2)1号 円形周溝墓(SD2)出 土遺物(図22・5)

杯 周溝3の 覆土上部 より完全な形で出土 した ものである。内 ・外面 とも赤色塗彩がなされているが、

内面は剥落が激 しい。

このほか、3号 円形周溝墓 より高杯 の口縁部破片が出土 している。外半 した口唇部に小突起をもち、赤

色塗彩 された ものであるが、小破片のために図示 し得なかった。

図22 弥生時代の遺物 1( 4)
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付編 飯山地方の縄文時代の落 とし穴 について

今 回の調査において、縄文時代の落 とし穴 と推定 される遺構が多 く発見された・飯 山市域におけるこれ

までの発掘調査 によって、多 くの遺跡から縄文時代の狩猟に伴 う落 とし穴 と推定 される遺構が数 多 く発見

されている。一般的には落 とし穴を含めて土坑 と総称 され、その用途には貯蔵穴 ・墓坑 ・落 とし穴な どい

ろいろなものが含まれている。針湖池遺跡出土土坑は明確に落 とし穴と証拠づけることはできないが、配

列や周辺遺跡の状況から落 とし穴 として推定 し、溝状の土坑をTP、 長方形 もしくは楕円形の土坑 をSK

と略称 した。通例では総称 として土坑(SK)、 落 とし穴(重 力 ワナ)=ト ラップ ピット=TPと してお

り、その意味では本遺跡出土の落 とし穴をすべてSKあ るいはTPに 統一 して報告すべ きであるが 、形態

としてまった く異質であることから、便宜的に分けて呼称することとした。

近年、飯山市域 における発掘調査において、落 とし穴 と推定される遺構が数多 く検出されるようになっ

た。これらは必ず しも十分な時間をかけて調査 したわけではなく、遺構の構造 についてのデーターは少 な

く、落 とし穴と証拠づける根拠 も明確でない。しか しながら、数次に亘 る調査によって面的にとらえられ

る事ができ、かなり大規模 に構築 され、それが地形的にも構造的にも落とし穴 と首肯できる成果が得 られ

るようになって きた。本稿 は、落 とし穴 と推定 される飯山市域内の土坑の集成を行い今後の資料収集の一

助になればと思い取 りまとめるものである。

市内において、縄文時代の狩猟 に伴う落 とし穴 と考えられる遺構が検:出された遺跡は、針湖池遺跡 を含

め14遺 跡を数える。以下 に表で掲載する(SK方 形土坑 ・TP溝 状土坑)。

遺 跡 名 SK出 土数 TP出 土数 推定時期 地 形 ・ そ の 他

新 堤 0 i 縄文早期 高原 池を望む斜面

トトノ池南 5 2 縄文早期 丘陵地

鳴 沢 頭1 0 22 縄文早期 沢(低 湿地)を 望む丘陵地

休 場 0 2 縄文早期 沢(低 湿地)を 望む丘陵地

下 境 大 原 0 22 縄文早期 沢(低 湿地)を 望む丘陵地

南 原 3 2 縄文時代 千曲川を望む段丘斜面

屋 株 0 8 縄文前期 千曲川を望む段丘斜面

照 丘 i 12 縄文時代 長峰丘陵の沢を望む斜面

上 野 3 49 縄文時代 千曲川河岸の底丘陵上全面

小 泉 4 144 縄文時代 長峰丘陵に接した舌状大地 低湿地に接続

柳 町 2 7 縄文時代 外様平に接する長峰丘陵上

針 湖 池 ii 38 縄文後期 本報告

有 尾 ii 16 縄文前期 長峰丘陵南端の千曲川河岸段丘

須 多 ケ 峯 ii 0 縄文中期 外様平を望む台地上

計14遺跡 51 325

表5飯 山地方の落 とし穴 と推定 される遺構出土遺跡一覧

鳴沢頭1遺 跡(図23)は 、通称岡山上段地域で、高原状の台地であるが小 さな低湿地や台地など複雑な地

形 となっており、周辺の新堤 ・トトノ池南 ・休場 ・下境大原遺跡などとも似た環境である。本遺跡 は通称

「鳴沢」の低湿地を望む斜面に遺構が構築 されるが、焼土やロームマウンド、落 とし穴 と考え られる土坑

のみで住居などは確認されなかった。遺物は、押型文土器 ・沈線文などの早期土器および前期諸磯 ～前期

終末期の土器が発見 されている。

落 とし穴は長方形の土坑で、坑底に一カ所の小穴が認められるものである。斜面上部から低湿地に向かっ

て規則正 しく並ぶ ものもある。 トトノ池南遺跡では長方形土坑が等間隔に並んでお り、周囲 より押型文土

器が検出されている。

南原 ・屋株 ・上野遺跡は、千 曲川河岸の段丘 ・丘陵地に立地 している。このうち、南原 ・屋株 は千曲川

東岸にあって、両遺跡の間には境沢 と呼ばれる谷状地によって分けられる。発見 された落 とし穴は・長方
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図23飯 山地方縄文時代 落 と し穴出土遺跡(1:50,000)
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図24鳴 沢頭1遺 跡落 と し穴配置 図(1=1,000)
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形の土坑 のほか溝状 の土坑 も出土 し

ている。また、上野遺跡 は過去10回

にも及ぶ調査 によって、溝状土坑が

上野丘陵全体 に列 をな して構 築 され

ていることが分かって きた。 このほ

か、須多 ケ峯遺跡で は方形土坑が等

間隔に列をな して検出されている。

小泉遺跡 は弥生時代 の遺跡 と して

知 られているが、小丘 陵全体 に縄文

時代 の溝 状土坑 が発 見 され て い る

(図25)。 丘陵地 よ り低湿地 に列 をな

して続いてい くことが明確 に確認 さ

れている。

このように、方形土坑で も溝状の

土坑で もい くつかが まとま り、列 を

な して構築 されてい ることが分 かっ

てきている。そ して、それ らは台地

の上か ら低湿 地へ線 として続 くよう

なあ り方だ と考え られる。 この点 に

ついては、溝状土坑の方が より明確

に現れている。

図25小 泉遺跡落 と し穴配置 図(1=1,000)
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第4章 ま とめ

長峰丘陵は、弥生遺跡の宝庫である。遺跡の存在が、学会に初めて報告されたのは、明治29年 のことで

あった。その後、外様地区の北沢量平、栗岩英治氏等によって、弥生時代の土器、石器が多量 に採集され、

地元の外様小学校に寄贈 された。

昭和12年 、これらの石器は、「千曲川下流長峰 ・高丘の弥生式土器」(考 古学8の8)と して藤森栄一氏

によって報告されている。現在、これらの遺物 は一括飯山市埋文センタ._._に保管 されている。

第二次大戦後、森山茂夫氏 を中心 とする飯山北高等学校郷土研究会によって、主として東長峰丘陵の調

査が行われ、弥生時代の住居趾や土器等が多 く発見 された。これらの調査には、宮坂英弍、神田五六、 酒

詰仲男氏等の指導があった。

昭和30年 代前半には、神田五六、桐原健氏によって柳町遺跡が調査されている。東長峰、柳町両遺跡 の

調査の結果は、桐原健氏によって、「北信濃長峰丘陵における弥生遺跡」(考 雑45の1)に まとめ られてい

る。

昭和63年 、平成2・3年 には、小泉遺跡の調査が行われた。この調査は、工場団地造成のための事前調

査であ り、約8万 ㎡の広大 な面積であった。この調査で、旧石器時代の遺物や弥生中期の住居趾群、莫大

な数の木棺墓群、弥生後期の住居趾群の発見など多大な成果を収めることができた。また、平成4年 照丘

遺跡の調査、平成6年 農道敷設に伴う柳町遺跡の調査が行われ、それぞれ大 きな成果があった。 と同時に

長峰丘陵上の多 くの遺跡が消失 し、景観 も大 きく変って しまったことも事実である。

以上が、長峰丘陵上における今 までの調査の概略である。ここで気がつ くことは、従来の調査 は長峰丘

陵の北半分に偏 ってお り、南半分については全 くといってよいほど調査が行われていない。その理由は、

遺跡は西長峰より北部に限定 されてお り、南半分には有尾古墳群以外遺跡は存在 しないと単純に考 えられ

ていたか らである。

針湖池周辺に、遺跡の存在が確認 されたのは、昭和40年 代後半である。飯山北高等学校地歴部OB会 が、

飯山地域の遺跡の詳細分布調査の結果判明 したのである。針湖池周辺には、旧石器時代、縄文時代草創期、

早期、前期、平安時代の遺跡が存在する。その後、池の北岸に縄文後期の遺跡が存在することを知った。

針湖池は、その昔針尾池 といわれ、その成立についての伝説 もい くつか残 されている。池は、面積約5

ヘクタール。湧水は2本 あるといわれている。いつ頃湧水 を貯 え、丘陵下部の水 田の用水 として利用 した

かは明らかでないが、室町初期にはすでに利用 されていた とい う。そ して、江戸時代にはたびたび、修理、

修築が行われた という(村 史ときわ)。

針湖池は、風光明媚の地 として知 られ、江戸時代後期、文人墨客が多 く訪れたという。

さて、今回調査の対象 となったのは、池の西側の丘陵地である。この地点は、今 までの調査で は遺物が

ほとんど発見 されない場所であった。調査の進行 とともに、私達 を驚かす遺構が次々と発見された。

今回調査での成果の第一 は、縄文後期 に構築 したと考えてよい細長い溝状の土坑が多数発見されたこと

である。この溝状土坑(以 下TPと 称す)は 、落 とし穴 として利用されたものであることはい うまで もな

い。今回の調査で、池畔か ら西に向って3本 のTP列 が発見 された。3本 のうち、TP1・3は 地層の条

件、調査 日数の制約があ り、明確にすることはで きなかった。けれ ども、池畔から丘頂部に向って構築 さ

れていることが、充分に予測で きる状態であった。

TP列2は 、圧巻である。池畔に近い部分か ら、丘頂部 に向って110mの 長 さをもっている。 このよう

な長大なTP列 は、誠に珍 しい例 といえるであろう。TP列2は 、更に調査区外の丘頂に向って延びてい

ると考えられるから、果た してどの位の長さになるか今の所想像で きない。そして、このTP列2は 池畔
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に近い部分で、3列 に分岐 している。TPの 間隔は一定でないが、見事 に池畔か ら丘頂部 に向って構築 さ

れていることは、縄文後期の狩猟の一つのあ り方 を知る上で、きわめて重要な資料 となるであろう。

成果の第二は、弥生後期の円形周溝墓 と方形周溝墓の発見であろう。円形周溝墓は、三基発見 されてい

る。周溝内よりの遺物出土 は少量であるが、いずれ も弥生後期の土器である。飯山地域では、弥生後期 の

円形周溝墓の発見は初めてである。今後、飯山地域 の弥生後期の墓制 を究明する上で、貴重 な資料 といえ

よう。主体部 は、破壊 されてお り、どのような規格 をもっていたか判 らないのが残念である。

方形周溝墓の発見 は、.__.の みである。飯山地域で、弥生後期の方形周溝墓の発見 は、これで二例 目と

なった。この周溝墓 も主体部が破壊されていて、どのような形態 をもったものかは不明である。

さて、円形周溝墓 と方形周溝墓 という形態の違った墓が、同 じエ リアで発見 されたことは、どういう意

味を持っているのだろうか。構築年代の差 として、把えるべ きであろうか。ただ、わ り合い関係 もな く、

出土土器 も極めて少量であ り、新旧の比較 も容易でない。今後の研究課題 といえよう。従って、ここでは

円形周溝墓 と方形周溝墓が、共に発見 されたこと記すだけにとどめようと思 う。

今回発見された周溝墓の近辺には、今の所弥生後期の遺跡は発見 されていない。北方約500mほ ど距て

た地点 に、西長峰遺跡が存在する。西長峰遺跡には、弥生中 ・後期の土器片が濃密に分布する。居住 空間

を離れて、墓域が設定 されたのであろうか。これ も今後の研究課題 といえよう。

当初、ほ とんど注 目しなかった場所で、今回のような重要な発見があった。長峰丘陵には、何が埋 れて

いるか判 らない。今後、遺跡地に指定 されていない場所であっても、工事等が行われる場合 には、 きちん

とした調査を行 う必要があることを我々に教えて くれた、貴重 な教訓的調査であったというべ きであろう。

今回の調査 も、調査月数の制約やその他種の制約がつ きまとい、充分な調査が行われずに悔い を残す結

果となって しまった。かえすがえす も残念 というほかあるまい。

終 りに、種々とご指導賜 った方々お よび酷暑の中、献身的に調査に協力いただいた作業員の皆 さまに心

よりお礼を申 し上げる。

一36一



写 真 図 版



写真1 針湖池遺跡近景

写真2発 掘調査(弥 生時代周溝墓)



写真3発 掘調査(縄 文時代溝状土坑)

写真.4現 地見学会(1998年7月10日 開催)



写真 5 溝状土坑の調査 写真 6 溝状土坑配列状況 (TP列 2 )

写真 7 1 号土坑 (SK 1 )

写真 8 4 号土坑 (SK 4 )

写真 9 7 号土坑 (SK 7 )

写真10 9 号土坑 (SK 9 )



写真11溝 状土坑列2(TP列2)空 撮



写真12周 溝墓群の調査(SD1・SD2)

写真13円 形周溝墓(SD2・3)



写真141号 方形周溝 墓(SD1)

写真15SD1第3溝 内土器出土状況

写真76SD1第3溝 内土器 出土状況



写真171号 円形周溝墓(SD2)

写真18調 査風景

写真19SD2第3溝 内土器出土状況



写真20出 土遺物(1～41号 方形周溝墓SD1・51号 円形周溝墓SD2)
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